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対馬暖流の果て

･-一､-サfヽ リ:tJt･南西海岸における磯焼け調査一曲
八 木 宏 樹

はじめに

海洋部が磯焼けにかかわるのは､環境 と

しての海が磯焼けにどうかかわっているか

を知るためである｡磯焼けは､もちろん海

藻の問題ではあるけれど､藻場を構成する

環境 として捉 らえるのであれば､海洋学的

見地から攻めて行っても良いのではないか

と思う｡言葉を代えて言うならば増殖部的

なアプローチもあるだろうし､海洋部的な

アプローチも必要だと思 う｡

さて-､

サ- リンには磯焼けはない､と聞いてか

ら3年が経った｡それから今までにいろい

ろな形で磯焼けにかかわってきたが､この

間題に関 してはサ- リンのことは忘れてい

た｡

7月に入ってサ- リンから電話があった｡

数年来､北海道 とサ- リンの研究交流にか

かわっていたためにすっか り友人になった

サ- リンチンロ (太平洋漁業 日毎洋学研究

所)のギアナ ｡カンタコフ氏からだ った.

｢サ- リンが磯焼けで大変なんだよ｡何

とかならないか｡｣

彼は叫びにも似た悲痛な声で話 し始めた｡

サ- リンで磯焼けが問題になり始めたの

は最近である｡とくに南西部の海岸が被害

にあっているという｡ しかし､サ- リンの

研究者にとって磯焼けとは､海藻の問題で

はなく､海藻がなくなったために､海藻を

餌 とするウニの身入 りが悪 くなり､日本向

けに出荷できなくなったという経済問題な

のだ｡サ- リンチンロも実被害が出るにい

たっては､何 らかの対策を講 じる必要にな

ってきたのだろう｡ それにしてもカンタコ

フ氏は海洋学室長である｡ サ- リンチンロ

にはウニの専門家も海藻の専門家もいる｡

サ- リンチンロの動きは､磯焼けを海洋学

的見地からアプローチしようというのか｡

磯焼け調査の開始

電話でのや りとりではらちがあかない｡

とりあえず来て欲 しい､とファックスの連

絡があったのは7月下旬である｡すぐにと

言われても､試験場の中､あるいは水産部

といったところに､磯焼けの調査でサ- リ

ンに行 く必然性やサハ リンに行 くことによ

って北海道に何をもたらすかという説明を

しなければならない｡また､同時に渡航の

手続きを始めなければ､調査の機会を逸 し
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て しまう｡ 1枚のファックスを受け取 った

日から､内に向 け､外に向け､大忙 しの 日

々を送 ることになった｡ とくに盆の時期で

飛行機は満席､飛行機が決 まらなければビ

ザ もでない､ というように､今回は最後ま

で本当に出発できるかどうか不安であった｡
/i

結局は8月12日に発ったから､何 もないと

ころから2週間程度で出発できたことにな

る｡

飛行機が満席だったために船で渡ること

に した｡ちょうど小樽か らホルムスク (旧

真岡)に向けてロシアの客船ユー リ- ｡ト

リフォノフ号が出るというのでそれに乗っ

た｡ ふだん この船 は稚 内か らコルサ コフ

(旧大泊)を往復 してお t上 音の稚泊航路

の復活だと言われている船である｡ それで

あれば今回は小樽-真岡航路の再現だ とい

える｡ ともあれ､船で行 くことになったた

めに､予想以上に多 くの荷物を積むことが

できた｡棒状温度計､水中測量縄､水中ノ

ー ト､ポ リタンク､ウニ漁用箱メガネなど

の小物から水中 8mmビデオカメラなどの大

型の もの､はたまた食料品や飲料水､寝袋､

非常食料にいたるまで､調査に必要な機器

類や道具はかな り持 って行 くことができた｡

こうして8月12日無事に小樽 を発った｡

図 1 サハ リンにおける調査位置 と磯焼け地帯

●が潜水調査位置
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船で 1泊 し､サ- リンに着いたのは翌13

日の土曜 日である｡ その翌 日の日曜 日には

もう潜水調査に入った｡海の調査は天候 と

の戦 い であるのは分かる｡ しか し､休むま

もなく日曜 日から調査 というのはロシア人

には珍 しい｡彼らが今回の磯焼け調査にい

かに力を入れているかが分かる｡彼らの熱

意にも押されて､結局 8月25日に帰国する

までかなりの現地調査をこなした｡その合

間合間にサ- リンチンロでのデータ整理､

磯焼けのシンポジウムと､息を抜 く暇 もな

かった｡帰 りの飛行機が飛ぶ 3時間前まで

サ- リンチンロの講堂でシンポジウムをや

っていたのは少々ギリギリすぎたけれど､

一応の成果 も出たことだ し､今回のサ- リ

ンの磯焼け調査は評価 して良いのではをい

か と､手前味噌ながら思っている｡

サハ リンの磯焼け

突然の調査でもあり､テンロにどのよう

な調査用具があるのかも分からない｡調査

は磯焼けの有無を確認するための､潜水に

よる目視調査およびビデオ撮影を中心に行

った｡ また､磯焼け地帯においては一部ラ

インを設けてエゾバフンウニの密度調査を

行った｡サ- リン南西海岸はウニといえば

エゾバフンウニで､キタムラサキウニはモ

ネロン島 (旧海馬島)に一部生息するのみ

である｡

調査地点はモネロン島の対岸､ゴルノザ

ボーックの南のシェブニナから開始 し､北

はナワシオナワまで行った｡本当は トマ リ

まで調査 したかったのだが､道路を警備し

ている警官に､この先は崖で何 もないとい

う理由で､ トマ リのわずか南でUターンを

させ られた｡本当はそういうところこそ重

要なのだが､相手は機関銃を持っているこ

とだ し､ここはおとなしく引き下がった｡

さらに､タタ-ル海域 と比較するためアこ

ワ湾 とオホ-ツタ海側の調査 も行った｡潜

水および水中撮影は全部で 9カ所を数えた｡

海洋環境 との関連をみるためにはサ- リン

チンロ海洋研究室の既存データを利用 した｡

前述のようにサ- リ ンではこれまで磯焼

けは存在 しないとされていたが､実際には

最近､サ- リン南西海岸で海藻類の資源量

が減少 し､サンゴモにより海底の岩肌が覆

われるいわゆる磯焼けが進行 しているとい

う報告 もある｡たとえば西海岸の リシリコ

ンブの現存量は､1965年に4,700tであっ

たのに対 し､1990年は900tまで減少 して

いたという具体的な数字まである｡ つまり､

磯焼けは存在 していなかったのではな く､

磯焼けを認識 していなかったのではないか

と推測する｡ 私たちの今回の調査 (図 1参

照)では､磯焼けは主としてヤブローチナ

以南からゴルノザボーック (旧留加多)以

北に集中して発生 していた｡距離にして約

70kmに達する｡ヤブローチナ以北は砂地に

なるため磯焼けはなく､チェーホフ (旧野

田)の少 し北にあるナワシオワナの砂浜に

は大量のコンプ等の海藻が打ち上がってい
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写真 1 サハ リン海岸での潜水調査の合間に

た｡沖合の岩礁域にいるエゾバフンウニに

は､産卵時期に入っているにもかかわらず

十分な生殖巣の発達がみられていた｡また､

ゴルノザボーック以南シェブこナに至る海

岸は磯焼けではなかった｡さらに､アこワ

湾のプ リグラ ドナ地区およびオホーツク海

のレスノイ沿岸でも､一部に無節および有

節石灰藻の生体がみられるが､同時にコン

プ､チガイソ等の海藻 も十分に繁茂 し､と

きにチガイソは3m以上に成長 しており､

磯焼けとは認められなかった｡

磯焼けがとくに目立って発生 しているヤ

ースナモルスクの海岸線では､地層の凸凹

が筋状に海岸線に平行に走る同地方の典型

的な地形を示 しており､1990年にサ- リン

チンロが撮影 した航空写真および沿岸道路

からの目視調査によればこの地形は北に向

かって約70kmほど続いている｡ 凹凸の凸部

はロックロ- ドと呼ばれ､その内側に通常

ラグーナと呼ばれる沿岸よりの浅瀬を形成

している｡ ラグーナは通常泥 と岩盤で形成

されており､植生はアマモやツルモ､ジュ

ズモときにホンダワラがみられる｡ とくに

アマモが群生 している場所ではラグ-ナが

離岸距離約70mに達 しているところもあり､

泥の堆積が顕著であった｡ロックロー ドの

沖側はリシリコンブなどの褐藻類が主とし

て繁茂 しているが､無節石灰藻類の繁茂 も

著 しく､顕著を磯焼けの様相を呈 していた｡

ロックロー ドからの離岸距離が40m､水

深が2.5-3m程度になると､コンプを始

めとする大型海藻はみえなくなるが､ウニ､

エゾボラ､ヒトデが多 く生息 し､魚類では

アイナメ､ウグイその他タコ類等がみられ

るようになる｡ 植食動物 としてのウニはエ

ゾバフンウニのみで､海藻群落の間には7

-8個/m2がいるが､磯焼け地域には30m

m程度の個体が150個/m2以上であるの も

珍 しくない｡磯焼け地帯で､ウニの大量発

生がみられるのは日本と同 じである｡ この

ヤースナモルスクにおける磯焼けは､サ-

リン南西海岸の典型的な磯焼け状態を示 し

ているといえる｡

対馬暖流と磯焼け､対馬暖流の果てで何が

起こっているか

サ- リンでは対馬暖流がこの トマ リ付近

まで達することが知られてお り､とくにス

リピコブスコゴ岬 (旧小能登呂岬､通称砂

岬)までが影響下にあるといえる｡とくに

ゴルノザボーックからヤプロ-チナ付近は､
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サ- リンの研究者たちが ｢サ-リンでもっ

とも暖かい海｣と呼んでいる海域である｡

逆に､ゴルノザボーック以南のサ- リン本

島の海岸線はモネロン島からの湧昇流によ

り対馬暖流の影響を受けていない (ゴルノ

ザポ-ツタとモネロン島､クリリオン岬を

結ぶ範囲は通称 ミックスゾーンと呼ばれて

いる)ことも知られている｡サ- リン南西

海岸で磯焼けが発生 しているのはヤブロー

チナ以南からゴルノザボーックまでであるO

とすると､対馬暖流の影響下にある海域 と

磯焼けの分布域はよく重なっているのであ

る｡

磯焼けと対馬海流との関連を確かめるた

め､モネロン島周辺海域を調査 した｡調査

に当たって私はわけあって途中で引き返さ

ざるを得なくなり､観察と撮影はロシア人

研究者に依頼 した｡その結果は､モネロン

島では西岸､東岸ともに磯焼け状態といえ

るが､島北部においてはかろうじてホソメ

コンプによる藻場を形成 していた､という

ものである｡余談であるが､モネロン島は

キタムラサキウニやホソメコンプの存在な

ど､私たちの研究フイ-ル ドである積丹半

島と似ている｡モネロン島周辺の対馬暖流

は双方から回り込む形になっていて､東岸､

西岸ともに対馬暖流の影響下にある｡北部

がかろうじて藻場を保っているのは､島陰

になり対馬暖流の影響が少ないことも原因

だといえないだろうか｡島部で場所により

磯焼け被害に強弱がみられるのはモネロン

島だけに限らない｡奥尻島､利尻島､礼文

島など､海藻類の分布様式は違っても磯焼

けの発生には強弱が現れている｡日水研の

林育夫氏によれば新潟児の粟島では西半分､

つまり外海が磯焼け､東半分が海藻群落と

なっているという｡もちろん､粟島の場合

はコンプやワカメではなく､アカモクの話

であるが､対馬暖流域にある島部には､南

から北まで同じように磯焼けの発生に強弱

のパターンがあることは注目しても良いだ

ろう｡これまで対馬暖流の影響の強弱と磯

焼けの発生については誰も言及していない｡

では対馬暖流の中の何が影響を及ぼして

いるのか､温度なのか､栄養塩なのか､そ

れともほかの要因なのか､と言われれば困

ってしまうのだが少なくとも対馬暖流はサ

ハリンまで達していて､その影響下にある

海域は磯焼けであるという事実は､今後の

磯焼け研究にひとつの示唆を与えるものと

思われる｡サ- リンの南西海岸は単調であ

る｡たまにネべ リスク (旧本斗)やホルム

スクといった都市があるが､海岸線はほと

んど人家はなく､大きな河川 もない｡ 100

km以上連続 した海岸線で､ある地点を境に

磯焼け地帯と磯焼けでない地帯に分れる｡

その境目が対馬海流の果てだとしたら--･｡

サ-リンにおいて､私たちが見てもっと

も磯焼け被害が大きいと思われるヤースナ

モルスクの海岸､実はそこはウニの生息に

もっとも適 した海域なのだ｡もし､ここに

藻場が存在 したら､というより何らかの対
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れば､商 品価値のないウニだけが大量発生

して､豊かなサ- リンの南西の海が､無意

味な海に変化 していく可能性が十分にある

ということを今回の調査から感 じた｡

写真 2 スリピコブスコゴ岬 (旧小能登呂岬)

策を講 じて藻場を回復させ ることができた

なら､その磯焼け海岸はウニの一大生産基

地に生まれ変わる可能性がある｡ しか し､

ぼっておけば磯焼けが拡大 し､残っている

海藻 もな くなって しまうだろう｡ 磯焼けに

対 して十分な知識 と対策を講 じておかなけ

写真 3 サハ リンの磯焼け (1994年 8月14日

ヤ-スナモルスク地区水深 2m )

さいごに

サ- リンも地方に行けば道路事情 も良 く

ない ｡ 遺なき通を行 く車の中で､北海遠か

ら持参 した温度計 3本は3日目にして全部

折れた｡途中でサ- リンチンロから借 りた

転倒温度計 も2本が海に流 された｡ ゴムボ

ー トが波で転覆 して水中ビデオランプは海

底に沈んだ｡そんな中でタタール海を見な

がらカップラーメンばか り食べていたのが

思い出といえば思い出だ｡今回の調査が次

回に向けての基礎資料 となって くれれば良

いと思 う｡

本調査の リーダー的役割を担って くれた､

サ- リンチンロのカンタコフ海洋室長を始

め､支援 していただいたシェぺレ-バ上級

研究員､海洋データを提供 していただいた

ピシャルこク上級研究員､潜水調査および

撮 影 に多大 な る協 力 を していただ いた

(秩)北南水産 苫田武司氏､また､シン

ポジウムおよび車両を含む調査機器等の提

供をしていただいたサ- リンチンロおよび

(令)チナ-ルに深謝 したい｡

(やぎ ひろき 中央水試海洋部

報文番号B2065)
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